
 

１ 日  時   令和元年 9月 24日（火） ６校時（15：00～15：50） 

２ 学年・組   第１学年Ａ組（男子 １７名，女子 １４名，計 ３１名） 

 

 

 

３ 単元観 
 

本単元は，学習指導要領におけるＧダンス（１）イ「フォークダンスでは， 踊り方の特徴をとらえ， 

音楽に合わせて特徴的なステップや動きで踊ること」をもとに設定したものである。 

小学校では，低学年の「表現リズム遊び」で，題材になりきったり，リズムに乗ったりして踊るこ

とを，中学年及び高学年の「表現運動」で，表したい感じを表現したり，リズムや踊りの特徴をとら

えたりして踊ることを学習している。中学校では，これらの学習を受けて，イメージをとらえたり深

めたりする表現，伝承されてきた踊り，リズムに乗って全身で踊ることや，これらの踊りを通した交

流や発表ができるようにすることが求められる。したがって，第１学年及び第２学年では，感じを込

めて踊ったりみんなで踊ったりする楽しさや喜びを味わい，イメージをとらえた表現や踊りを通した

交流ができるようにする。また，ダンスの学習に積極的に取り組み，仲間のよさを認め合うことなど

に意欲をもち，健康や安全に気を配るとともに，ダンスの特性，踊りの由来と表現の仕方などを理解

し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫することができるようにすることが大切である。 

さらに，音楽科の授業における，Ａ表現ア「歌詞の内容や曲想を味わい，曲にふさわしい表現を工夫

して歌うこと」と関連付けたり，道徳の授業における，内容項目Ｃ－（１６）「郷土を愛する態度」と

関連づけ，本単元につなげていったりすることにより，教科横断的なカリキュラムマネジメントを行う

ことができる。 

 

 

本学年の生徒の新体力テストの結果は下の表の通りである。（☆印は県平均かつ全国平均未満） 

１学年 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 持久走 ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ 体力合計点 

男子平均 27.44 26.23 44.00 55.50 414.80 8.37 184.25 ☆17.75 38.00 

女子平均 24.21 23.93 44.14 48.93 ☆301.15 ☆9.31 ☆163.71 13.14 49.31 

１学年男女とも，体力合計点が県平均かつ全国平均を超えており，比較的体力の高い学年である。ま

た，事前に実施したアンケート結果より 90.32％（31 人中 28 人）の生徒が運動をすることが好きと答

えており体育の授業においても積極的に取り組んでいる。ダンスの授業を楽しみにしていると答えた生

徒が 67.74％（31人中 21人）おり，ダンスに興味を持っている生徒は多い。また，半数以上の生徒は小

学生の時に，「よさこいソーラン」を踊った経験がある。 

 

４ 生徒観 
 

保健体育 第１学年 神石高原町立三和中学校 指導者  宮原 亮太 

   

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

「主体性」「課題解決力(探究力)」「ふりかえり力(メタ認知力)」 

地域の方々の笑顔のために 
（ダンス） 



７月に行った授業アンケートの中で，「授業では，友達の考えに対して，意見したり，質問したりする

ことで，自分の考えを積極的に伝えています」の積極的肯定的評価の割合が 48.1％と半数以下となって

いる。他者の意見に自分の意見を伝え，議論することで考えを深めたり，新しい考えを想像したりする

ことが苦手である一面もある。 

  

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

  

・単元の初めに単元計画とパフォーマンス課題を提示し，見通しを持って取り組ませる。 

    ・ＩＣＴを活用し，自分の姿を客観的に見たり，他者に助言したりする活動を取り入れる。 

    ・各グループで役割を与え，責任感を持ってグループ活動に取り組ませる。 

  

・授業中に理解できたこと，できなかったこと，他単元に生かせることや他教科，日常生活に 

生かせること等，振り返りの視点を明確にする。 

・授業終了時に，本時に撮影した映像を見ることで，自己評価だけでなく他者評価を取り入れ， 

客観的に自分を振り返る材料を与える。 

  

・グループ活動では，リーダー制を導入し，主体的な活動につなげる。 

・本時の流れや，目標を提示することで，学習に見通しを持たせる。 

 

６ 単元の目標と評価規準 
 

＜単元の目標＞ 

  ・フォークダンスでは，日本の民踊や外国の踊りから，それらの踊り方の特徴を捉え，音楽に合わせて

特徴的なステップや動きで踊ること。 

  ・表現などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己

や仲間の考えたことを他者に伝えること。 

・ダンスに積極的に取り組むとともに，仲間の学習を援助しようとすること，交流などの話合いに参加

しようとすること，一人一人の違いに応じた表現や役割を認めようとすることなどや，健康・安全に

気を配ること。 

 

 

＜評価規準＞ 

ア 運動への 

関心・意欲・態度 

イ 運動についての  

思考・判断 

ウ 運動の技能 エ 運動についての 

   知識・理解 

・ダンスの学習に積極的

に取り組もうとしてい

る。 

・分担した役割を果たそ

うとしている。 

・自分の興味や関心に合

ったテーマや踊りを設

定している。 

・発表の場面で仲間の良

い動きや表現などを指

摘している。 

・踊り方の特徴を捉え,音

楽に合わせて特徴的な

ステップや動きで踊る

ための動きができる。 

 

・ダンスの特性につい 

て，学習した具体例を 

挙げている。 

・踊りの由来について,学

習した具体例を挙げて

いる。 

 

５ 指導観 
 



 

 

７ 指導と評価の計画 
 

○本単元で身に付けさせたい資質・能力と評価規準 
 

資質・能力 
評価規準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 

・既存のダンスを体全体を

使って表現しようとしてい

る。 

・イメージを膨らませて，既

存のダンスにはない新たな動

きを考え表現しようとしてい

る。 

・ダンスを，自分の表現した

いイメージで踊ることができ

る。また，自己の表現力を高め

日常の生活で生かそうとしてい

る。 

課題解決力 

（探究力） 

・提示した課題について,単

元内で行った活動を用いて

解決することができる。 

・ダンスをよりよくするため

に，表現したいイメージを理

解したうえで，他者に説明す

ることができる。 

・生涯にわたって運動に親しめ

るよう，種目や目的に応じて，運

動を考え実践することができる。 

ふりかえり力 

（メタ認知力） 

・ダンスの歴史的背景や，

基本の動きについて，どこ

まで理解できているかが分

かっている。 

・他者評価から自分の良さや

改善点，他単元につながる体

力や動きについてどこまで理

解できているかが分かってい

る。 

・運動によって高まる体力を理

解したり，自分の体力の向上を

実感したりするなど，学習前後

で自分が変容したことが分かっ

ている。 

 

〔ＩＣＥモデル〕 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

（全８時間） 

次 
学習活動 

観点 
生徒の思考の流れ 

評   価 
関 思 技 知 ◇評価規準 ★資質・能力

(評価方法） 

１ 本時の目標：パフォーマンス課題を知り，解決するための手順や方法について考えることが
できる。 

○パフォーマンス課題の確認 
・単元末のパフォーマンス課題か 

ら，「さんわふるさとフェア」
で「南中ソーラン」を踊ること
に興味を持つ。 

 
○ダンスパフォーマンスをしてい
る映像を見る。 

 
 
○「南中ソーラン」の歴史的背景
について理解する。 

 
 

○    ・どんなダンスなんだろう。 
・ダンスの楽しさってなんだろう。 
・人前で踊るのは恥ずかしいな。 
 
 
・難しそうだなあ。 
・踊りだけでなく隊形の変化もあったほ
うがよさそうだな。 

・どんな動きを取り入れようか。 
 
・こんなことがあったのか。 
・ダンスの力ってすごいな。 
 
 

◇ダンスの特性や良さを理解
し，安全に運動することが
できる。 

（行動観察，ワークシート） 
★グループで積極的にダンス
に親しもうとしている。 

（行動観察）【主体性】 
 
 
 
 

【考え・基礎知識】 

 ダンスの歴史や基本動作

について理解し，踊ること

の楽しさや喜びを味わうこ

とができる。 

【応用・ひろがり】 

 ダンスによって高まった表
現力を人間関係の形成に生
かしたり，運動によって高まる
体力について理解し，自分
で計画して運動を行ったりす
るなど，体力の向上を図るこ
とができる。 

課題の設定 

【つながり】 

 小学校の時に踊ったダンス

等を活用し，自分たちの表現

したいイメージに合わせて，

ダンスを創作したり，改善し

たりすることができる。 



〇自分たちのイメージする三和中
や神石高原町について意見交流
し，表現したいイメージを共有
する。 

 
 

・神石高原町といえば自然かな。 
・人とのつながりもあるかな。 
・三和中学校といえば，三和中ブランド
だよね。 

 
 
 
 
 

２ 

 

        本時の目標：既存の「南中ソーラン」について理解し，踊ることができる。 

〇「南中ソーラン」のＤＶＤを見
せ，イメージを持つ。 

 
 
〇全体で基本動作の練習を行う。 
 
 
 
 
〇グループで基本動作を確認し，
完成度を高めていく。 

 
 

   ○ ・けっこうしんどそうだな。 
・動きだけではなくて表情も必要かな。 
・迫力があるな。 
 
・意外と激しいダンスだな。 
・出だしの入るタイミングが難しい。 
・みんなで揃えることができたらかっこ
いいな。 

 
・人の動きを見て，動き方のコツがわか
った。 

・鏡になる人がいるとやりやすいな。 
 

◇基本動作のポイントについ
て理解している。 

（行動観察，ワークシート） 
 
★課題解決に向け，基本ステ
ップのポイントについて理
解し，他の人の動きを見て
改善することができる。（
行動観察，ワークシート） 

【課題解決力】 

３         本時の目標：グループ毎に意見交流を行い「南中ソーラン」の完成度を高めることができ
る。 

○リーダーを中心にグループ練習
を行う。 

 
 
○2グループに分かれて，お互いの
ダンスを交流し，改善点を見つ
ける。 

 
〇改善点が修正できるようにグル
ープで練習を行う。 

 
 

 

 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・サビの動きが分からないから友達に聞
いてみよう。 

・まだまだ動きが小さいな。 
 
・声が出ていないな。 
・動きが大きくて迫力があるな。 
 
 
・自分たちでは分からないことに気付け
たな。やっぱり人に見てもらうってい
いよね。 

◇基本動作の習得に向けて，
ポイントを理解し，仲間と
協力して練習を工夫して行
っている。 

（行動観察，ワークシート） 
 
★課題解決に向け，他者の意
見を参考にダンスを改善す
ることができる。 

（行動観察，ワークシート） 
【課題解決力】 

４ 本時の目標：「三和中らしさ」を取り入れた「三中ソーラン」を創作することができる。 

○ダンスを創作するために，「三
和中らしさ」について共通認識
を持つ。 

 
○各グループに割り当てられた場
面についてアレンジを考える。 

 
 
 
○グループ毎に創作したダンスを
踊る。 

（タブレットで撮影する） 
 
 
○撮影した動画を見て，修正点を
考える。その後，修正点を踏ま
えて踊る。 

 
 
 
 
 
 

 ○   ・人とのつながりや三和中ブランドを意
識しないといけないね。 

・やっぱり自然は外せないでしょ。 
 
・ここが一番盛り上がるところだから，
一番表現したいことをやりたいな。 

・表現したい気持ちを体で表すのって難
しいね。 

 
・すごく難しいダンスになってしまった
ね。 

・ここはうまく表現できたんじゃない。 
 
 
・この場面は表現したい気持ちを表すこ
とができてないんじゃないかな。 

・もう少し動きを大きくした方が自分た
ちの求める表現になるね。 

・今度はうまく表現できたね。 
・やっぱりまだうまく表現できていない
な。 

 

◇自分たちの表現したいイメ
ージを捉え，課題を解決す
ることができる。 

(行動観察，ワークシート) 
 
★自分たちのイメージを共有
しながらダンスを創作する
ことができる。 

（行動観察，ワークシート） 
【課題解決力】 

（単元を貫く課題） 
 発表会に向けてダンスを創作する活動を通して，リズムに合わせて踊ったり感じを込めて踊
ったりすることができる。 

情報の収集① 

情報の収集② 

 

整理・分析①

２割 

 本 

時 



○まとめ，振り返り 

５           本時の目標：イメージした「三中ソーラン」に近づけるよう，意見交流を行い，ダンス
を１ＵＰすることができる。 

○グループ毎にダンスを披露し意
見交流を行う。 

 
 
 
○意見を参考に，ダンスを修正す
る。 

 
○タブレットで見本となる動画を
撮影する。 

 ○   ・この場面は，「三和中らしさ」のポイ
ントが入っていないんじゃないかな。 

・この動きは難しくて合わすことができ
ないんじゃない。 

 
・みんなが合わせやすいように修正しな
いといけないな。 

 
・みんなが分かりやすいように翁動きで
踊ろう。 

◇他者の意見を参考にして，
課題を解決することができ
る。 

(行動観察，ワークシート) 
 
★他のグループのダンスを見
て自分たちのダンスと比較
し理解を深めたり，改善点
について説明したりするこ
とができる。 

（行動観察，ワークシート）
【課題解決力】 

 

６ 

 

 

                 本時の目標：グループ毎でダンスを教え合い，「三中ソーラン」を踊ることができ
る。 

○見本となる動画を見て，イメー
ジを持つ。 

 
○場面毎にダンスを教え合う。 
 
 
○「三中ソーラン」を踊る。 
 （タブレットで撮影する） 

○    ・みんな素敵なダンスを考えているね。 
・三和中らしさが現れているね。 
 
・教えるって難しいな。 
・ここの動きのポイントが知りたい。 
 
・全体で踊るとまだまだ合っていない動
きが多いな。 

・隊形の変化もあればいいかもね。 

◇表現したいイメージを捉
え，感じを込めて楽しく
踊ることができる。 

（行動観察） 
★創作したダンスを積極的に
踊り，運動に親しもうとし
ている。 

（行動観察） 
【主体性】 
 

７ 本時の目標：三中ソーランをよりよくすることができる。 

○前時の動画から修正点を見つけ
ダンスの修正点を確認する。 

 
○修正点を意識しながら，「三中
ソーラン」を踊る。 
（タブレットで撮影する） 

 

○修正版の撮影を行う。 
 

 ○   ・隊形を変えてみてはどうだろうか。 
・動きが揃っていないとおかしいね。 
 
・かなり動きが合ってきたね。 
・もう少し声が出るといいね。 
・からりイメージと近づいたんじゃない
かな。 

 

◇修正点を理解し，ダンス
を修正しダンスをよりよ
くすることができる。 

 
★基本動作や隊形の変化，
動きの変化を意識しなが
らダンスを改善すること
ができる。 

（行動観察，ワークシート）
【課題解決力】 

８ 本時の目標：さんわふるさとフェアで披露するダンスを完成することができる。 

 

 

 

○前時の振り返りより，ダンスの
ポイントを確認する。 

 
○「三中ソーラン」を踊る。 
 （タブレットで撮影する） 
 
○まとめ，振り返り 
 
 
・単元を貫く課題を解決する。 

 

 

  ○  ・「三和中らしさ」をうまく表現した
ダンスができたな。 

・ダンスを踊るって思った以上に楽し
いな。 

・早くふるさとフェアで地域の方に見
てもらいたいな。 

◇自分たちの表現したいイ
メージを捉え，感じを込
めて楽しく踊ることがで
きる。 

（行動観察） 
★創作したダンスをふるさ
とフェアで披露している
自分たちをイメージする
とともに，自己の体力向
上のために生かそうとし
たり，日常生活に生かそ
うとしたりすることがで
きる。 

（行動観察，ワークシート）
【ふりかえり力】 

 

 

 

 

整理・分析② 

３２３２ 

実行・振り返り 

パフォーマンス課題 

まとめ・創造・表現② 
 

まとめ・創造・表現① 
 
 



パフォーマンス課題 
育てたい資質・能力 主体性，課題解決力（探究力），ふりかえり力（メタ認知力） 

教科の評価規準   イメージに合わせて踊ったり感じを込めて踊ったりすることができる。 
 

 

パフォーマンス課題のシナリオ 

 

今年も，昨年に引き続き，「さんわふるさとフェア」に参加することになりました。神石高原町の

方々に自分たちの活躍している姿をしっかり見てもらいたい，また，三和中学校創立２０周年という

ことで，三和中学校らしさを表現したダンスをみてもらいたいと考えています。「さんわふるさとフ

ェア」では「南中ソーラン」改め，「三中ソーラン」を披露しようと思っています。既存の「南中ソ

ーラン」をどのようにアレンジし，三和中学校を表現した「三中ソーラン」にしよう。 

 

 
予備的ルーブリック 

尺度 

(評点，レベル) 

記述語 

(パフォーマンスの特徴) 

３ 
理想的 

 授業で学習した内容を理解し，それらを活用したり，新しい隊形や動きに強弱をつけたり，ま

た新たな動きを想像してダンスを踊ることができるとともに，授業で身に付けた表現力を日常の

どの場面に生かされるかなど具体的に例示することができる。 

２ 
合格 

 授業で学習した内容を理解し，それらを活用しながら新しい隊形や動きに強弱をつけてダンス

を創作し，踊ることができる。 

１ 
乗り越えさせたい実態 

 授業で学習した内容を理解し，それらを活用しながらダンスを創作したり踊ったりしている。 

 

 
 

８ 本時の学習 
 

(１) 本時の目標 

 ダンス創作のポイントを理解し，ダンスを創作することができる。 

(２) 本時の評価規準 

     表現したいイメージを捉えた表現方法について理解することができる。 

【運動についての思考・表現】 

（３） 準備物 

       タブレット４台，ホワイトボード，ワークシート，ＣＤデッキ４台 

(４)  本時の展開 

学習活動 
◇指導上の留意事項 

◆配慮の必要な生徒への支援 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力 

（評価方法） 

１ 前時の学習の確認をする。〔５分〕 

○準備運動を行う。 

・「南中ソーラン」を踊る 

 

 

 

 

 

◇前時のポイントを押さえて踊ら
せる。 

 

 

 

 

 

 



２ 本時の課題や流れを確認する。〔３分〕 

 

○自分たちの表現したいイメー
ジを確認する。 

 

【本時の目標】 

 

 
◇自分たちのまとめた表現したい
イメージをホワイトボードに書
き出し，全体で共有させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 情報を整理・分析し，課題解決をする。〔１７分〕 

①（集団思考）〔７分〕 

○「三和中らしさ」を表現する

ための動きを考える。 

・規律三原則から動きは揃って

いた方が良い。 

・つながりが強いので，仲の良

さをアピールする動きが良

い。 

 

 

 

 

 

②（グループ練習）〔１０分〕 

○表現したいイメージを捉え

て，ダンスを創作する。 

・隊形を変化させる。 

・動きの変化（強弱等） 

 

◇グループで「三和中らしさ」を

捉えたダンスを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆創作に向けての手立て 

（ポイントの提示） 

・動きの変化 

・隊形の変化 

◇リーダーを中心に練習させる。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 創作ダンスの確認をする。〔２０分〕 

○グループでダンスの修正点を

考える。（１２分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○修正点を踏まえてダンスを踊

る。（８分） 

◇話し合い活動の役割を明確にさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

◇見る視点に注目させる。 

◇つっこみ係の意見から話し合い

を深めさせる。 

◆参考動画を提示し，動きの参考

にさせる。 

 

 

◇最初に考えたダンスとの違いを

明確に踊らせる。 

 

 

グループの修正

点を見つけ，自

分たちの表現し

たいイメージを

捉えた動きを考

えることができ

る。 

（ワークシー

ト）【思考・表

現】 

 

 

 

 

自分たちのイメ
ージを共有しな
がらダンスを創
作することがで
きる。 
（行動観察，ワ
ークシート） 

【課題解決力】 

「三和中らしさ」を取り入れた「三中ソーラン」を創作することができる。 

①「三和中らしさ」を視
点に自分たちのダン
スを見る。 

②改善案について話し
合う。 

※役割を明確にして話
し合い活動を行う。 

①司会者  （１名） 
②記録者  （２名） 
③発表者  （２名） 
④タブレット（１名） 
⑤つっこみ係（２名） 

①ブレーンストーミン
グで多くの意見を出
させる。 

②グループ練習でやっ
てみたい動きを精選
する。 



 

５ 本時を振り返り，次時につなげる。〔５分〕  

○振り返りを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇分かったこと，他単元・他教科

との関連等をワークシートに

記入させる。 

 

 

  

 

板書計画 
 

 

 本時のめあて                            

  

 

 

学習の流れ  

①Ｗ－ＵＰ（南中ソーラン）          三和中らしさ 

②課題確認 

③グループ活動（思考）         

④グループ活動（運動） 

⑤振り返り 

「三和中らしさ」を取り入れた「三中ソーラン」を創作する

ことができる。 

三和中らしさ」を取り入れた「三中ソーラン」を創作するこ

とができる。 

 

三和中らしさを 

イメージした写真 

振り返りで目指す生徒の姿 

・表現したいイメージを考えること

が難しかったけど，動きに強弱をつ

けたり，隊形を変えたりすることで

イメージが大きく変わることがわか

りました。良いものを作って，早く

地域の方に見てもらいたいと思いま

した。 

（例） 
・三和中ブランド 
・自然豊か 
・人とのつながり 
         etc 


